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19関西労災職業病 2019.1 no.495

12月の新聞記事から
12/3	 アスベストに反対する国際運動に、石綿産業
側から依頼を受けた情報会社が「スパイ」を潜入さ
せ情報収集をしていた実態が、ロンドン高等法院の
訴訟で明らかになった。日英の運動家５人が、秘密
情報の悪用やプライバシー侵害などに当たるとして
提訴し、情報会社側が相当額の和解金を支払うこと
で 11 月、和解が成立した。原告の 1人は、石綿対策
全国連絡会議事務局長の古谷杉郎さん。

	 	 江東区の「ひらの亀戸ひまわり診療所」では
今年５月東京都内の高速道路で補強工事に携わって
いた作業員 33 人が健康診断で血液検査を行った結
果、血中の鉛の数値が異常な値を示すケースが相次
いだ。うち２人が国の基準の血液 100ml 中 60㎍以上
の鉛が検出され、鉛中毒と疑われた。ほかにも６人
が基準は下回りったが、作業を続けると中毒を発症
する可能性が高いと判断された。橋脚などの塗装に
混ぜて塗られた鉛を誤って吸い込んだとみられる。

12/4	 佐川急便の児玉営業所（埼玉県）に所属する
配達員の男性 (38) が、精神疾患の労災認定を受けた。
13 年 12 月に自転車で勤務中に転倒し１ヶ月自宅療
養、通勤災害の申請を希望したところ、上司に配置
転換するなどと脅され、怪我が悪化し手術で休んだ
後も何度も脅しや嫌がらせを受けた。同年 12 月末ご
ろ体調を崩し、不眠や不安感などの症状が出た。時
間外労働時間は 116 時間。熊谷労働基準監督署は休
憩時間がないことを確認し、10 月末労災と認定した。

	 	 外国人技能実習生の労災死者が、2014 年度
から 17 年度までの４年間で計 30 人いたことが厚労
省のまとめで分かった。14 年度８人、15 年度９人、
16年度５人、17年度８人。10万人当たり年平均で3.64
人だった。日本の雇用者全体の比率は、1.73 人。

12/7	 上司からの執拗な叱責などのパワハラや、長
時間に及ぶ時間外労働が原因で適応障害になったと
して、諫早市の 40 代男性が、広告制作会社「プラネッ
トシーアール」（長崎市）などに損害賠償や未払いの
残業代など計約 2500 万円を求めた訴訟で、長崎地裁
は、同社の責任を全面的に認めて計約 2000 万円の支
払いを命じた。男性は 2012 年春から同社に勤務、14
年７月に適応障害と診断されて休職後に解雇された。
長崎労働基準監督署は 16年１月労災認定。月 100 時
間程度の恒常的な時間外労働があったと判断した。

12/11	 ソフトウェア開発会社「ディーソルＮＳＰ」
（長崎市）の男性従業員が適応障害になり、13 年４
月に自殺したのは、長時間労働などが原因だとして、
両親が同社と親会社に損害賠償を求めた訴訟の判決
が、福岡地裁であった。裁判長は２社に計約 4000 万
円の支払いを命じた。男性はシステムエンジニアと
して勤務。長崎労働基準監督署は 15 年労災と認定。
判決は 13 年３月の時間外労働時間が 180 時間で、死
亡前日までの 21 日間は休日なしで勤務したと指摘。

	 	 去年３月、生活協同組合・おおさかパルコー
プ東都島店に勤めていた石井隆治さんが、虚血心疾
患で過労死したことに対して生協側が労務管理を
怠ったことを認め解決金を支払うことなどで和解し
た。タイムカードでは毎日定時退社になっていたが、
パソコンの使用記録などで実際には 105 時間の残業

があったと判明した。
12/18	 ニチアスの王寺工場で働いていた元従業員
や遺族がアスベストが原因で肺の病気になったなど
として国に損害賠償を求めていた裁判で、国が一部
の遺族に 4290 万円を支払うことで和解が成立した。
原告の元従業員と遺族計 11 人のうち、遺族６人に
4290 万円を支払う。

12/19	 厚生労働省は、従業員がアスベストを吸って
病気になり、2017 年度に労災認定や救済認定された
879 事業所の名称などを公表した。認定者は 1054 人
で、累計で 1万 6718 人（うち死亡 1万 2696 人）に
達した。三菱重工業長崎造船所（長崎市）の累計認
定者が単独の事業所で初めて 200 人を超えた。

	 	 沖縄県金武町の金武区事務所に勤めていた 20
代男性が昨年５月に自殺したのは、前区長と同僚に
よるパワハラが原因だと遺族側が訴えている問題で、
沖縄労働基準監督署が労災認定していた。男性への
暴言などについては同級生らによる多数の証言があ
り、区の行政委員会も昨年 12 月にパワハラがあった
と結論付けた。一方、前区長は「パワハラの認識は
なかった」と否定している。

	 	 中皮腫で 2016 年に亡くなった舞台俳優の男
性（70）について、池袋労働基準監督署が労災認定
していた。認定は 2018 年７月。個人事業主扱いされ
る実演家の労災認定は珍しい。男性は劇団東京芸術
座の加藤大善さん。労基署は 1974 年３～ 1978 年 12
月にかけて、地方公演中に体育館や市民会館の吹き
付けアスベストがある天井裏で、照明の取り付けな
どをし、「間接的なばく露が認められる」と認定した。

12/20	 アスベストを梱包するために使われていた麻
袋のリサイクル工場で、袋の中に残っていたアスベ
ストの粉塵を吸って健康被害を受けたとして、元従
業員の遺族らが国に損害賠償を求めて大阪地裁に提
訴した。原告は 1940-60 年代にかけて堺市の工場で
麻袋のリサイクルを行っていた元従業員４人の遺族。
麻袋のリサイクル工場のケースは全国で初めて。

12/23	 「ブラック企業大賞 2018」の発表・授賞式が
東京都内で行われ、三菱電機が大賞に選ばれた。「WEB
投票賞」（市民投票賞）は、事務次官による女性記者
へのセクハラが問題となった財務省が選ばれた。

12/26	 2015 年に大津市企業局の当時 40 代の男性職
員が精神安定剤の大量服薬などで死亡したのはパワ
ハラが原因の公務上の災害に当たるとして、地方公
務員災害補償基金が労災認定していた。認定は 11 月
16 日付。男性は料金収納課に所属していた 14 年４
月から約１年間、上司の男性から罵声を毎日浴びせ
られて適応障害になり、15 年３月に自宅で精神安定
剤を大量に服用し、３日後に亡くなった。同基金は、
適応障害と服薬などによる死亡を公務災害と認定。

12/27	 海上自衛隊の補給艦「ときわ」で 30 代の男
性３尉が自殺した問題で、防衛省は同艦の艦長の男
性２佐を更迭し、海自護衛艦隊司令部（神奈川県横
須賀市）付とする人事を発令した。３尉は９月に艦
内で自殺し、海自が乗員に行ったアンケート調査で、
艦長らが３尉に暴言などのパワハラをしていたとい
う記述が複数確認された。
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